
調子はいかが？
予防法はありますか？

膀胱に細菌が入ることを完全に
防ぐことは難しいため、尿と一緒
に細菌を早めに外へ出すことが大
切です。

そのためには、
•水分をしっかりとる 
• 尿を長時間我慢しない 
ことが重要です。

また、十分な睡眠や体調管理を
心がけ、細菌に負けない体調を保
つことも予防につながります。下
腹部を冷やさないことも大切です
ので、これからの季節はエアコン
の冷えすぎにも注意しましょう。
排尿に異常を感じたら、早めに
泌尿器科へご相談ください。

膀胱炎はどんな病気？

一般的な膀胱炎は、細菌が尿道
から膀胱に入り込み、増殖して炎
症を起こす病気です。女性は尿道
が短いため男性よりも膀胱炎にな
りやすく、女性の約50～60％が生
涯に１回は経験するとされていま
す。
一方、尿道の長い男性では比較
的まれです。

主な症状は、
•排尿時や排尿後の痛み 
• 尿が近い（頻尿） 
• 排尿後もすっきりしない感じ
　（残尿感） 
• 血尿 
などです。

通常の膀胱炎では高熱は出ませ
ん。発熱や背中の痛みを伴う場合
は、細菌が腎臓まで達して「腎盂
腎炎（じんうじんえん）」を起こ
している可能性があります。
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診断と治療は？

尿検査で、尿中に白血球（尿の
にごり）や細菌を認めることで診
断します。
膀胱炎の多くは細菌感染が原因
のため、抗菌薬（細菌を殺す薬）
を３～７日程度内服することで、
比較的早く改善します。

ただし、症状が改善しにくい場
合や膀胱炎を繰り返す場合は、
•膀胱結石や腫瘍 
• 排尿後に尿が多く残る状態（残
尿） 
• 薬が効きにくい細菌（耐性菌） 
などが原因の可能性があります。

そのため、詳しい検査が必要に
なることがあります。
特に閉経後の女性では、耐性菌
の割合が増えることが知られてい
ます。
治療中は、アルコールや刺激の
強い食べ物は控えめにしましょう。
入浴や軽い運動は通常問題ありま
せん。
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